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整経式では、輪状整経式や擬似輪状整経式の2倍 の

長さに経糸を張 りわたすこととなる。 したがって、

輪状整経式 と擬似輪状整経式は、平整経式 よりも空

間の利川効率がすぐれているといえる。なお、空間

利用効率は、枠機の設置方式とも関係 してお り、設

債方式が垂直式 と傾斜式のほうが、水平式 よりも空

間利用効率がすぐれている。ちなみに、平整経式の

枠機の設債方式については、今回、調査 したすべて

の事例が水平式であつた。

〈開[具 の設置方式について〉

 開[具 の設置方式では、綜続固定 ・開[保 持棒可

動式と綜続固定 ・開口保持板可動式 という2方 式が

ある。これらの違いは、基本的には開[保 持具が棒

であるか、板であるか という違いであるが、このこ

とは経糸の開[操 作に反映 している。開口保持棒 と

開[保 持板による開口操作の違いについては、第1

節の地機の開[操 作方式の項で述べている。それら

を要約すれば、開[保 持棒による開口操作では、経

糸の開口がスムースにおこなえず、弾き棒や手のひ

らによる補助的な操作 を必要としている。これに対

して、開口保持板では、平板 な状態で寝かせてある

開[保 持板を手前に引き寄せるとともに、開口保持

板 を寝かせていた状態か ら引 き起 こす ことによっ

て、経糸のr糸 と下糸を押 し広げて、比較的容易に

開[を おこなっている。このことから、開口具の設

置方式を比較すると、綜続固定 ・開口保持板可動式

のほうが経糸の開口をおこなうさいの操作性がす ぐ

れているといえる。

〈綜続固定具について〉

 綜続固定具には、すでに述べているように逆Y字

形の綜続固定具を使川 している例、石、木片、缶な

どを綜続固定具として使用 している例、三脚を綜続

固定具として使川 している例、弓状の綜続固定具を

使用 している例がある。これらの綜続固定具につい

ては、綜続を下か ら支えて固定するか、上か ら吊る

して固定するかとい う、綜続の固定方式の違いと、

綜続固定具の形状のちがいがあるものの、構造 ・機

能論的な視点による相互の比較は不可能である。た

だし、石、木片、缶などを綜続固定具 として使用 し

ている例は、イランのクルド人遊牧民の地機 【IGF一

1】 とカシュカイ人遊牧民の地機 【IGF-2】の2例 の

みであり、こうした例は、遊牧民の移動に便利なよ

うに、必要最少限の ものしか持たない という行動様

式の反映と考えることができる。なお、中国 ・新疆

ウイグル自治区のカザフ人遊牧民の綜続固定具は鉄

製の三脚を使用 していたが、そうした三脚 もかつて

は、移動先で木の枝などを切 ってつ くられていた。

 2)汎 用機の構造 ・機能論的な傾向

 汎用的に使用されている14例 の地機は、いずれも

経糸の保持方式が固定式であること、開口具の基本

構成型式が単式輪状綜続型であること、開口具の操

作方式が綜続固定 ・開口保持具可動式であることで

共通 している。 したがって、これらは、イラン、ウ

ズベキスタン、中国 ・新疆ウイグル自治区における

地機の基本的な構造として位置づけられる。以下で

は、こうした特徴 をそなえた地機の7種 類の型式全

般にわたる構造 ・機能論的な傾向をあ きらかにす

る。

 前節で提示した汎用的な地機の型式分類では、分

類項 目として、経糸保持具の構成型式、整経方式、

開口具の設置方式、綜続固定具の違いを取 りあげた。

これらのうち、経糸保持具が杭 ・横木型(杭 ・紐型)

の地機は5型 式(GIBYF型 、 GIBYC型 、 GIBTC型 、

GIBUJ型 、 GISTJ型)11例 、横木型の地機 は2型

式(G2SBF型 、 G2SYJ型)3例 で、事例数として

は、杭 ・横木型(杭 ・紐型)の 地機が圧倒的に多い。

また。開口具の設罹方式が綜続固定 ・開[保 持板可

動 式の地 機 は4型 式(GIBYF型 、 GIBYC型 、

GIBTC型 、 GIBUJ型)10例 、綜続固定 ・開口保持

棒可動式の地機 は3型 式(GISTJ型 、 G2SBF型 、

G2SYJ型)3例 で、綜続固定 ・開口保持板可動式の

地機が圧倒的に多い。そしてさらに、整経方式につ

いては、平整経式の地機は2型 式(GIBYF型 、

G2SBF型)3例 、輪状 整経 式の地 機 は2型 式

(GIBYC型 、 GIBTC型)8例 、擬i似輪状整経式の

地機は3型 式(GIBUJ型 、 GISTJ型 、 G2SYJ型)3

例であり、輪状整経式の地機が圧倒的に多い。なお、

これらの相関関係を見てみると、経糸保持具を杭 と

横木で構成 した型式の5型 式ll例 の うち4型 式
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(GIBYF型 、 GIBYC型 、 GIBTC型 、 GIBUJ型)10

例は、開口具の設置方式が綜続固定 ・開[保 持板可

動式であ り、このうち2型 式(GIBYC型 、 GIBTC

型)8例 の整経方式は輪状整経式である。 したがつ

て、 これ らの構成要素 をそ なえた、GIBYC型 と

GIBTC型 の地機は、今回の調査地域 におけるもっ

とも普遍的、かつ代表的な地機の型式として位置づ

けられる。

 なお、いまひとつの分類項 目である綜続固定具に

ついては、それぞれの素材や形状に大 きな違いがあ

るものの、綜続固定具 としての機能については、共

通 している。ただ し、これらのうち、逆Y字 形の綜

続固定具、弓状の綜続固定具、三脚は、いずれも本

来は木の枝 を利用 してつ くられていたものであ り、

石、木片、缶などの綜続固定具のうち、木片や缶に

ついても、本来は石が使われることが多かったよう

である。 したがって、 こうしたことか らは、綜続

固定具の種類の違いは、本質的に、素材 となる木が

入手 しやすい草原地帯や、石がいたるところにある

砂礫地帯 といった、機織 りをおこなって きた民族が

生活のよりどころとしてきた地理的な環境に対応 し

ているという可能性が考えられる。

 なお、7種 類の地機の型式 を、機織 りの生産性に

注 目してみると、開口保持具の設置方式では、綜続

固定 ・開口保持棒可動式 よりも、綜続固定 ・開[保

持板可動式のほうが、生産性 においてす ぐれている

といえる。したがって、汎用的な地機の型式では、

GIBYF型 、 GIBYC型 、 GIBTC型 、 GIBUJ型 のほ

うが、GISTJ型 、 G2SBF型 、 G2SYJ型 よりも生産

性において優位にあるといえ、開口具の設置方式は、

綜続固定 ・開口保持棒可動式か ら綜続固定 ・開口保

持板可動式への移行傾向が考えられる。 また、整経

方式では、一般的に、平整経式か ら、輪状整経式や

擬似輪状整経式への移行傾向があるといえる。ただ

し、7種 類の地機の型式においては、経糸保持具の

構成 型式、開[具 の設置方式、綜続固定具の種類、

整経方式は、相互に入 り組んで複雑な組み合わせ と

なっていることから、具体的に特定の型式のあいだ

に移行傾 向が考 え られ るの は、GIBYF型 か ら

GIBYC型 へという1例 のみである。

 3)特 殊織物専用機の構造 ・機能論的な傾向

 特殊織物専用の地機としては、むしろ織 り専用の

G2XXF型 【IGF-3】と、細紐織 り専用のGXSFF型

【UGF-2】 がある。これらの型式のあいだには、経

糸の保持方式が固定式で、整経方式が平整経式であ

ることについての共通点があるにす ぎない。したが

って、以下では、個々の型式を汎用的な地機との関

係においてあきらかにしておくこととする。

〈G2XXF型 〉

 この型式は、経糸保持具の構成型式 と整経方式に

ついては、それぞれに一部の汎用的な地機との共通

点が見いだせるものの、開口具がそなわつていない

ことと、むしろ織に独特の板状緯打具については、

他の地機 とのあいだには、 まったく共通点がない。

したがって、この型式は、むしろ織 り専川の特殊な

地機であるとともに、その構造 的にもきわめて特殊

な型式 として位貴づけられる。

〈GXSFF型 〉

 この型式は、経糸保持具の構成 型式、開口具の設

置方式が、汎用的な地機 とは、まった く異なってい

る。 とくに、汎用的な地機の地組織を織るための開

口具の設置方式は、綜続固定 ・開口保持具可動式で

ある。 このことは、今回の調査地域における汎用的

な地機の重要な特徴のひとつにあげられるが、この

型式の開口具の設置方式は、綜続 ・開口保持具可動

式である。 したがって、このGXSFF型 は、今回、

調査 した地機のうちでは、唯一の例外的な開口具の

設置方式をそなえた型式の地機として位置づけられ

る。

2 枠 機

 枠機は、前節において、機枠の設置方式、経糸保

持具の構成型式、整経方式、開[具 の基本構成型式、

輪状綜続型経糸整列具の有無などの違いによって、

調査対象とした30例 の枠機 を11種類の型式に分類 し

た。したがって、以下では、それらの分類項目ごと

の構造 ・機能論的な傾向、および、枠機の型式全般

にわたる構造 ・機能論的な傾向をあきらかにする。

1)枠 機の分類項目ごとの構造 ・機能論的な傾向
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〈機枠の設置方式について〉

 機枠の設置方式には、水平式、垂直式、傾斜式の

3方 式がある。ただし、前節ですでに述べているよ

うに、枠機の型式分類をおこなううえでは、便宜的

に垂直式と傾斜式は、一括 して乗直 ・傾斜式 とし、

枠機の型式分類では、機枠の設置方式を、水平式 と

垂直 ・傾斜式の2方 式 とした。これらの設置方式の

違いを構造 ・機能論的な視点から見たばあい、機織

りのさいのスペースや織 り手の姿勢に違いがあらわ

れている。スペースについては、水平式は、垂直 ・

傾斜式よりも広い面積を必要としてお り、乗直 ・傾

斜式は、水平式 よりも高い空間を必要 としている。

したがって、遊牧民のように、一般にスペースに制

約のないばあいとは異な り、住居などのスペースが

制約された場所で機織 りをするさいの空間の有効利

用を考慮 したばあいには、垂直 ・傾斜式のほうが適

しているといえる。また、織 り手の姿勢については、

水平式のばあいには、地機のばあいと同様に、 しゃ

がんだ姿勢で機織 りをおこなってお り、垂直 ・傾斜

式のばあいには、椅子や腰掛けに座った姿勢で機織

りをおこなっている。 このような織 り手の姿勢の違

いについては、遊牧民の定住化をはじめとする生活

様式の変化が大 きく影響 していると見 られ、単純 に

優劣の比較はできないが、現代の生活様式の変容過

程においては、しゃがむという姿勢は、次第に少な

くなり、椅子に座ることが普遍化している。そ して、

こうした現代における生活様式の変化は、枠機の設

置方式においても、水平式か ら乖直 ・傾斜式へ移行

しやすい状況を生みだ しているといえる。したがっ

て、機枠の設置方式は、構造 ・機能論的にも、室内

空間という制約されたスペースの有効利用をするこ

とを目的として、水平式か ら垂直 ・傾斜式へと移行

してきたという傾向がうかがわれる。

〈経糸保持具の構成型式について〉

 前節では、枠機の型式分類の項 目としての経糸保

持具の構成型式は、2本 の経糸保持棒 による構成型

式 と経巻 き棒 と布巻 き棒による構成型式の2型 式 と

した。これらの構成型式については、経糸と緯糸の

みによる一般的な機織 りでは、経糸保持具が経巻 き

棒 と布巻 き棒で構成 しているほうが、制約されたス

ペースにおいても、長い織物を織ることがで きると

いう利点がある。 しか し、枠機の大半の事例では、

パイル糸を使用 したカー ッペ ットを織 ってお り、そ

れ らの経糸保持具の構成型式は、すべては2本 の経

糸保持棒による構城 型式であった。そ して、経糸保

持具が経巻 き棒 と布巻 き棒による構成 型式では、経

糸 と緯糸のみを使用 した緯糸浮織のカーペ ットを織

っていた。したがつて、経糸保持具の構成 型式の違

いは、枠機の構造においては、明確な違いがあ り、

構戒 型式の違いによって型式 を分類することはでき

るものの、機能的な視点においては、構成型式の違

いは、比較の対象とはなりえない。

〈整経方式について〉

 枠機の整経方式では、平整経式、輪状整経式、擬

似輪状整経式の3方 式を確認している。これらの整

経方式については、すでに述べているように、おな

じ長さの織物を織るばあいには、平整経式では、輪

状整経式や擬似輪状整経式の2倍 の長さに経糸を張

りわたすこととなる。 したがって、住居などのスペ

ースが制約された場所で、長い織物を織るばあいに

は、輪状整経式や擬似輪状整経式の整経方式のほう

が適 している。一般的に、スペースに制約のないク

ル ド人の遊牧民の使用する枠機 【IFF-2】の整経方

式が平整経式であ り、おなじクルド人でも定着民で

住居の中に設置 した枠機 【IFC-9】【IFJ-1】で機織

りをしているばあいには、整経方式が輪状整経式や

擬似輪状整経式であることは、このことを反映して

いると見 られ、遊牧民の定住化の過程においては、

枠機の整経方式が平整経から輪状整経や擬似輪状整

経 に移行 した可能性を考えることができる。また、

機枠の設置方式には、水平式、垂直式、傾斜式の3

方式があ り、さきのクル ド人の遊牧民の機枠の設畳

方式が水平式であることも、スペースに制約のない

ことの反映であると思われる。

〈開口具の基本構成型式について〉

 開口具の基本構成型式には、単式輪状綜続型、複

合単式輪状綜続型、無綜続型という3方 式がある。

このうち、単式輪状綜続型のばあいでは、開[具 の

設置方式が綜続固定 ・開口保持具可動式であ り、開

口保持具を動かすことによって、経糸の開口と逆開
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口がおこなう。ただし、実際の開口操作は、経糸が

太くて毛羽立つていて、経糸同士がからみやす くな

っているために、開口 と逆開口がスムースにおこな

えない。そのために、手のひらで経糸を押す という

補助的な操作を必要 としている。つ ぎに複合単式輪

状綜続型のばあいでは、2枚1組 の輪状綜続が天秤

仕掛けになつており、天秤を手で上下にスライドさ

せることによって、経糸の開口と逆開口がスムース

に繰 り返される。そして、無綜続型では、開口具が

ないことか ら、綴織のばあいには、緯糸は、経糸の

奇数列、あるいは、偶数列を指先でひろって通 して

いる。また、おなじく無綜続型でパイル織のばあい

には、2層 の経糸に太い緯糸 と細い緯糸をあたか も

立体交差 させるようにして通 している。

 したがって、開口具の基本構成型式のうちでは、

複合単式輪状綜続型がもっとも操作性にす ぐれてい

るといえ、パイル織のカーペ ット専用の枠機では、

単式輪状綜続型から複合単式輪状綜続型への移行傾

向を考えることがで きる。 また、生産性や操作性に

おいては、一般的には、無綜続型よりも単式輪状綜

続型のほうがす ぐれているといえるが、無綜続型で

は2層 の経糸に太い緯糸と細い緯糸 を通す独特の方

式が とられていることから、双方の操作性は大差な

い。なお、無綜続型でパイル織 をおこなっているば

あいの2層 の経糸に太い緯糸と細い緯糸を通す方式

は、経糸の密度を高 くして、パイル密度の高いカー

ペッ トを織 ることが容易になるという利点があ り、

この方式は、20世 紀半ば頃から始まったと言われて

いる。そ して、こうした方式以前には、開口具の基

本構成型式が単式輪状綜続型の枠機を使用 してパイ

ル織をおこなっていたということであった。

〈経糸整列具の有無について〉

 枠機の輪状綜続型経糸整列具は、地機や高機のば

あいとは、まったく異なり、その形状が輪状綜続 と

同一でありながら、枠機のパイル織において、実際

には綜続 としてではなく、経糸整列具として機能 し

ているという、きわめて特殊なものである。この輪

状綜続型経糸整列具は、その形状からは、本来は開

[具 の基本構成型式が単式輪状綜続型の輪状綜続 と

して機能していたものであることは、間違いないも

のとみ られる。 したがって、この輪状綜続型経糸整

列具の使用は、さきに述べている、20世 紀半ば頃に

始まったとされる2層 の経糸に太い緯糸 と細い緯糸

を通す方式 とともに始まったと見られ、それ以前の

輪状綜続の経糸整列具への転用 と考えられる。

 2)枠 機 の構造 ・機能論的 な傾 向

 調 査対象 と した30例 の枠機 は、経 糸の保持方式が

固定式であ るこ とで共通 している。 したが って、 こ

の ことは、枠機 の構造上 の もつ とも大 きな特徴 とし

て位置づ け られる。 以下では、 こうした特徴 をそ な

えた枠機の11種 類 の型 式全 般 にわた る、構造 ・機能

論的 な傾 向をあ きらかにす る。

 前 節で提示 した枠 機の型式分類で は、分類項 目と

して、機枠 の設 置方式、経糸保持具 の構成 型式、整

経方式、 開[具 の基本構成 型式、輪状綜続型経糸整

列具 の有無 を取 りあげた。 これ らの うちで、機枠 の

設 置 方 式 が 、 水 平 式 の 地 機 の 型 式 は2型 式

(FHFFX型 、 FHFFS型)8例 で 、垂直 ・傾斜式 の

枠 機 の 型 式 は9型 式(FVFFZ型 、 FVFFS型 、

FVWFW型 、 FVFCX型 、 FVFCZ型 、 FVFCS型 、

FVFJZ型 、 FVFJS型 、 FVFJW型)22例 で 、事例 数

と型 式数 ともに乖 直 ・傾斜 式が かな り多 い。 また、

経糸保持 具の構 成型式が、2本 の経 糸保持棒 に よる

構 成 型 式 の 枠 機 の 型 式 は10型 式(FHFFX型 、

FHFFS型 、 FVFFZ型 、 FVFFS型 、 FVFCX型 、

FVFCZ型 、 FVFCS型 、 FVFJZ型 、 FVFJS型 、

FVFJW型)28例 、 経巻 き棒 と布 巻 き棒 による構 成

型 式 の枠機 は1型 式(FVWFW型)2例 で 、事 例

数 と型式数 と もに、2本 の経 糸保持棒 による構成 型

式が大多数 を占めている。 さらに、そ して、整経方

式が 平整経 式 の枠機 の型 式 は5型 式(FHFFX型 、

FHFFS型 、 FVFFZ型 、 FVFFS型 、 FVWFW型)

13例 、 輪状整経式 の枠機 の型式 は3例(FVFCX型 、

FVFCZ型 、 FVFCS型)12例 、 擬似 輪状整経式の枠

機の型式 は3型 式(FVFJZ型 、 FVFJS型 、 FVFJW

型)5例 あ る。 また、開[具 の基本構成型式が、単

式輪 状綜 続型 の枠 機 の型 式 は4型 式(FHFFS型 、

FVFFS型 、 FVFCS型 、 FVFJS型 、)10例 、 複合単

式輪状 綜続型 の枠 機の型式 は2型 式(FVWFW型 、
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FVFJW型)が5例 、無 綜続型 の枠 機 の型 式 は2型

式(FHFFX型 、 FVFCX型)10例 で あ る。 ただ し、

開口具の基本構 成型式が無綜続型の うちには、単式

輪状綜続型 の輪状綜 続 と同様の形状 を した輪状綜続

型経糸整列具 をそ なえた1型 式(FVFCX型)5例

が ある。

 枠 機の分類項 目ごとの型式数 と事例数 は、以上の

とお りであ り、分類項 目ごとの分析 をあわせ て考 え

てみる と、枠機は基本的 に、 カーペ ッ ト専用 機 とし

て位置づけ られる。そ して、 と くに経 糸保持 具が2

本 の棒で構成 された10型 式(FHFFX型 、 FHFFS型 、

FVFFZ型 、 FVFFS型 、 FVFCX型 、 FVFCZ型 、

FVFCS型 、 FVFJZ型 、 FVFJS型 、 FVFJW型)は 、

パ イル織の カーペ ッ ト織 るための専用機 として位置

づけ られ る。 さらに、経糸保持具 が経巻 き棒 と布巻

き棒 で構成 され た1型 式(FVWFW型)は 、緯 糸

浮織の カーペ ッ トを織 るための専用機 として位置づ

け られ る。 また、機枠 の設置方式 の分析 か らは、水

平式か ら垂直 ・傾斜式へ の移行傾 向、整経方式 の分

析か らは、平整経式 か ら、輪状 整経式や擬似輪状整

経式へ の移行傾 向が うかびあがってい る。そ して さ

らに、 開口具 の基本構成型式 、お よび、輪状綜続型

経糸整列具 の有無 の分析 か らは、開 口具の基本構成

型式が 、単式輪状綜続型 か ら無綜続型へ とい う、一・

般 的な織機 の型式展 開ではあ りえない特殊 な移行傾

向が うかがわれる。なお、以上の こ とか らは、パ イ

ル織専川 の枠機 の型式の あい だには、FHFFS型 か

らFHFFX型 へ 、 FHFFS型 か らFVFFS型 へ 、

FHFFX型 か らFVFCX型 へ 、 FVFFS型 か らFVFCS

型 へ 、FVFFS型 か らFVFFZ型 へ 、 FVFFS型 か ら

FVFJS型 へ 、 FVFCS型 か らFVFCZ型 へ 、 FVFFZ

型 か らFVFCZ型 へ 、 FVFFZ型 か らFVFJZ型 へ 、

FVFJS型 か らFVFJZ型 へ 、 FVFJS型 か らFVFJW

型 へ とい う、11例 の 移行傾向が浮か びあが って くる。

3 高機

 高機は、前節において、経糸の保持方式、経糸保

持具の構成 型式、緯打補助具 としての腕木の有無、

緯入補助具 としての飛仔装置の有無などによつて、

8種 類の型式に分類 した。 したがって、以下では、

それ らの分類項 目ごとの構造 ・機能論的な傾向、お

よび、高機の型式全般にわたる構造 ・機能論的な傾

向をあきらかにする。

 1)高 機の分類項目ごとの構造 ・機能論的な傾向

く経糸の保持方式について〉

 高機の経糸の保持方式には、固定式と垂下式の2

方式がある。これ らの保持方式のうち、固定式のば

あいには、構造 ・機能論的には、経糸の開[や 逆開

口のさいに、奇数列 と偶数列の経糸、あるいは、上

糸と下糸に交互に一定の負荷がかかる。また、緯糸

の打 ち込みのたびにも経糸に一定の負荷がかかる。

このことは、垂下式のばあいにも基本的には同様で

あるが、垂下式のばあいには、経糸にかかる負荷 を

錘 りの上下動によってやわらげることとなる。した

がつて、経糸の保持方式においては、固定式 よりも

垂下式の保持方式のほうが、糸にやさしく、風合い

のある織物を織ることができるという点です ぐれて

いるといえる。なお、高機以外の織機で、経糸の保

持方式が垂下式の織機としては、 ヨーロッパで紀元

前か ら使川されてきた錘 り機が知 られているのみで

あ り、高機における垂下式の経糸の保持方式は、そ

うしたヨーロッパの錘 り機の影響である可能性が大

きいと考えられる。

〈経糸保持具の構成型式について〉

 高機の経糸保持具の構成型式には、前節ですでに

述べているように、経糸保持棒 と布巻き棒による構

成型式、経巻き棒と布巻 き棒による構成型式、錘 り

の付属 した経糸保持棒、あるいは、経巻 き棒 と、布

巻 き棒による構成型式、経糸保持棒と布巻 き棒の双

方に錘 りが付属 した構成型式の4型 式がある。 これ

らの違いは、基本的には、前項で述べたことと同様

であ り、経糸保持棒、あるいは、経糸保持棒と布巻

き棒 に錘 りが付属 した構成型式のほうが、錘 りの付

属 しない構成型式 よりも、糸にやさしく、風合いの

ある織物を織ることができるとい う点です ぐれてい

るといえる。

〈腕木の有無について〉

 緯打具である箴は、いずれ も紐か木枠などで、上

部か ら吊るしてあるが、紐で吊るした箴には、腕木
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がそなわつているばあいと、そなわつていないばあ

いがある。こうした腕木の有無は、経糸のあいだに

緯糸を打ち込むさいに、箴のみで打ち込むよりも、

腕木が付属 した箴で打ち込んでほうが、腕木の重量

による弾みによって、織 り手の労力が軽減 される。

また、箴は両端が腕木によって保持されていること

から、箴による打ち込みは、安定 した水平移動が可

能となり、織むらのない均質な織物を織ることが容

易となる。したがって、腕木が付属した箴のほうが、

腕木のない箴 よりも、操作性においてす ぐれている。

〈飛仔装置の有無について〉

 緯入補助具である飛杵装揖は、1733年 にイギリス

人のJohn Kayに よって発明された。この装置は、

木枠によつて上部から吊るした箴 と一体 となってお

り、織 り手が片手で紐 を引 くことによって、経糸の

あいだを仔が左か右、あるいは右から左 に弾 き飛ば

して、高速度の緯入運動をおこない、もう一方の手

で箴による緯糸の打ち込みをおこなう。したがって、

このような飛仔装置は、仔を経糸のあいだに手で通

すばあいにと比較すると、その操作性は格段にす ぐ

れている。なお、この飛仔装置の導入は、織物の大

量生産を可能としたが、複雑な組織の紋織物の製織

には不向きであ り、平織組織、縮子織組織などの無

地織物や経緋の機織 りに使用 されている。

 2)高 機の構造 ・機能論的な傾向

 調査対象とした19例 の高機は、整経方式が平整経

式、開[具 の基本構成型式が複合単式輪状綜続型、

開口具の設置方式が番 目綜続可動式、開[操 作方式

が足踏み式であることで共通している。したがって、

これらは、高機の構造上のもっとも大 きな特徴 とし

て位置づけられる。以下では、こうした特徴 をそな

えた高機の8種 類の型式全般にわたる、構造 ・機能

論的な傾向をあきらかにする。

 前節で提示 した高機の型式分類では、分類項目と

して、経糸の保持方式、経糸保持具の構成型式、緯

打補助具としての腕木の有無、および、緯入補助具

としての飛仔装置の有無 を取 りあげた。これらのう

ちで、経 糸の保持 方式が固定式の高機は3型 式

(TFIXX型 、 TFIAX型 、 TF2XX型)3例 、垂下式

の高 機 は5型 式(TWIXX型 、 TWIAX型 、

TW3XF型 、 TW4XF型 、 TW4AX型)16例 あ り、

事例数 は経糸保持具が垂下式の枠機が圧倒的に多

い。また、経糸保持具の構成型式が経糸保持棒 と布

巻 き棒による構成 型式の高機は2型 式(TFIXX型 、

TFIAX型)2例 、経巻 き棒 と布巻 き棒による構成

型式の高機 は1型 式(TF2XX型)1例 、錘 りの付

属 した経糸保持棒 と、布巻 き棒による構成型式の高

機は3型 式(TW3XX型 、 TW3AX型 、 TW3XF型)

14例、錘 りが付属 した経糸保持棒 と錘 りが付属 した

布巻 き棒による構成型式の高機は2型 式(TW4XF

型、TW4AX型)2例 となる。これらを錘 りの有無

で見てみると、経糸保持具に錘 りが付属 しない構成

型式の高機 は3型 式(TFIXX型 、 TFIAX型 、

TF2XX型)3例 、経糸保持具に錘 りが付属する構

成型式の高機は5型 式(TW3XX型 、 TW3AX型 、

TW3XF型 、 TW4XF型 、 TW4AX型)16例 となる。

したがって、経糸の保持方式が垂下式で、経糸保持

具に錘 りが付属 した構成型式をそなえたTW系 の5

種類の型式は、今回の調査地域におけるもっとも普

遍的、かつ代表的な高機の型式 として位畳づけられ

る。そして、これらの高機では、平織組織のほかに、

綾織組織や縮子織組織、あるいは、紋織組織などの、

平織組織に比べるとはるかに複雑な織物が数多く織

られてお り、経糸の保持方式が固定式の高機でもっ

ぱら平織組織の織物が織 られていることと、好対照

を見せている。また、その他の分類項 目のうち、緯

打補助具としての腕木の有無については、腕木をそ

なえているものが3型 式(TFIAX型 、 TW3AX型 、

TW4AX型)8例 、また、緯入補助具 としての飛秤

装置 をそなえているものが2型 式(TW3XF型 、

TW4XF型)4例 ある。これらについては、いずれ

も紋織物以外の比較的単純な組織で構成される織物

を織るための高機の型式 として位置づけられる。さ

らに、このような腕木や飛仔装畳をそなえた型式は、

高機の操作性や織物の生産性の向上を意図したばあ

いには、それぞれ腕木をそなえていない型式や、飛

杵装置をそなえていない型式から腕木をそなえた型

式や、飛仔装置をそなえた型式への移行傾向が考え

られる。
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 したがって、以上のことか らは、単純に高機の操

作性や織物の生産性の向上 を考慮 したばあいには、

TF系 の高機のあいだには、 TFIXX型 からTFIAX型

という型式の移行傾向、TW系 の高機のあいだには、

TW3XX型 からTW3AX型 、 TW3XX型 からTW3XF

型という型式の移行傾向が浮かびあがって くる。

4.分 布論的 な傾 向

 ここでは、第2節 で提示 した地機 と枠機と高機の

個々の型式分布にもとづき、地機 と枠機と高機の諸

型式に認められる分布論的な傾向をあきらかにす

る。

1 地機

 地機は、第2節 において、汎用機 と特殊織物専用

機に大別し、調査対象とした14例 の汎用機を7種 類

の型式、2例 の特殊織物専用機を2種 類の型式に分

類した。したがって、以下では、地域的、民族的な

視点から、汎用機としての地機の分類項目ごとの分

布論的な傾向、汎用機としての地機の型式全般にわ

たる分布論的な傾向、特殊織物専用機 として地機の

分布論的な傾向をあきらかにする。

 1)汎 用機の分類項目ごとの分布論的な傾向

 汎用的な地機は、第2節 で提示 しているように、

経糸保持具の構成型式、整経方式、開口具の設置方

式、綜続固定具などの違いにもとついて分類 した。

したがって、以下では、これ らの分類項 目ごとに、

分布論的な傾向をあきらかにする。

〈経糸保持具の構成型式について〉

 経糸保持具の構成 型式では、杭 ・横木型(杭 ・紐

型)を11例 、横木型(紐 型)を3例 確認している。

これ らの事例を地域的に見てみると、杭 ・横木型

(杭 ・紐型)は 、イランで1例 、ウズベキスタンで8

例、中国 ・新疆ウイグル自治区で2例 、そ して、横

木型(紐 型)は 、イランで2例 、中国 ・新疆ウイグ

ル自治区で1例 を確認している。また、これらの事

例の民族的な区分では、杭 ・横木型(杭 ・紐型)は 、

イラン系の民族が3例 、テユルク系の民族が7例 、

モ ンゴル系 の民族 が1例 となる。 そ して、 横木 型

(紐型)は 、イラ ン系の民族が1例 、テユルク系の民

族が2例 となる。 なお、杭 ・横木型(杭 ・紐 型)と

横 木型(紐 型)は 、 イラン系の民族 とテユル ク系の

民 族の双方 に見 いだ され るもの の、個 別の民族の も

とで、両方 の構 成型式が併存 している例は な く、 い

ずれか一方の構成型式のみを確認 している。(図69)

 以 下 には、 この ような経糸保持具 の構 成型式の地

域 的、民族 的な分 布 を、該 当す る地機 の コー ド番号

とともに列記す る。

① 杭 ・横木型(杭 ・紐 型)

地 域:イ ラン、ウズベキスタン、中 国 ・新疆ウイグル自治区

民族:イ ラン系

  タジク人 【UGF-1】 【UGC-4】 【UGC-5】

  :テユルク系

   アセ"ルバ イシ"ヤン人 【IGJ-1】 、 ウス"ペク人 【UGC-

   1】 【UGJ-1】 、 カザ フ人 【UGC-6】 、 トルクメン人

   【UGC-2】 【UGC-3】 、 カザ フ人(遊 牧 民)

   【XGC-2】

  :モンゴル系

   モンコ"ル人 【XGC-1】

② 横木型(紐 型)

地 域:イ ラン、中国 ・新疆ウイグル自治 区

民族:イ ラン系

   クルド人(遊 牧民)【IGF-1】

  :テユルク系

   カシュカイ人(遊 牧民)【IGF-2】 、ウイグル人 【XGJ-1】

図69 経糸保持具の構成型式の分布

  く杭 ・横木型(杭 ・紐型)〉

   ○一イラン系民族,● 一テユルク系民族,

   ⑲一モンゴル系民族

   く横木型(紐 型)〉

   ローイラン系,■ 一テユルク系民族
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〈 整 経方式 につい て〉

 整 経方式で は、平整経式 を3例 、輪状整経式 を8

例 、擬 似輪状整経式 を3例 確 認 して いる。 これ らの

事 例 を地域的 に見 てみる と、平整経式 は、 イラ ンで

2例 、 ウズベ キス タンで1例 、輪状整経式 は、 ウズ

ベキス タンで6例 、 中国 ・新 疆 ウイグル 自治区で2

例 、擬 似輪状整経式 は、 イランで1例 、 ウズベキス

タンで1例 、 中国 ・新疆 ウイグル自治 区で1例 を確

認 してい る。 また、 これ らの事例の民族 的な区分で

は、平整経式 はイラ ン系 の民族が2例 、 テユル ク系

の民族が1例 とな り、輪状 整経式 はイラ ン系 の民族

が2例 、テ ユルク系 の民 族が5例 、 モ ンゴル系の民

族が1例 となる。 そ して、擬 似輪状整経 式は、テ ユ

ル ク系が3例 のみ となる。 なお、平整経 式 と輪状整

経式は、 イラ ン系 とテユル ク系の双方 の民族の もと

で確認 してお り、擬似 輪状 整経式 は、テユル ク系の

民族の もとで のみ確 認 してい るが、 イラ ン系の タジ

ク人の もとでは、平 整経式 と輪状整経 式、テ ユルク

系の ウズベ ク人の もとで は、輪状整経 式 と擬 似輪状

整経式の2種 類 の整経 方式が存在 していた。そ して、

その他の民族 の もとで は、単一一の整経 方式のみ を確

認 した。(図70)

 以Fに は、 この ような整経方式 の地域 的、民族 的

な分布 を、該 当する地機の コー ド番 号 とともに列記

す る。

① 平整経式

地域:イ ラン、ウズベキスタン

民族:イ ラン系

   クルド人(遊 牧民)【IGF-1】 タジク人 【UGF-1】

  :テユルク系

   カシュカイ人 【IGF-2】

② 輪状整経 式

地域=ウ ズベキスタン、中国 ・新疆ウイグル自治 区

民族:イ ラン系

   タジ ク人 【UGC-4】 【UGC-5】

  :テユルク系

   ウズ ベ ク人 【UGC-1】 、 カサ"フ人 【UGC-6】 、 トルクメ

   ン人 【UGC-2】 【UGC-3】 、 カサ"フ人(遊 牧 民)

   【XGC-2】

  :モンゴル系

   モンゴル人 【XGC-1】

③ 擬i似輪状 整経式

地域:イ ラン、ウズベ キスタン、 中国 ・新疆ウイグル自治区

民族:テ ユルク系

   アゼ ルバ イジャン人 【IGJ-1】 ウズベク人 【UGJ-1】、

   ウイグル人 【XGJ-1】

〈 開口具の設置方式 につ いて〉

 開 口具の設置方式 には、綜続 固定 ・開口保持棒 ロ∫

動 式 と綜続 固定 ・開 口保 持板 可動 式 の2方 式が あ

図70 整経方式の分布

  く平整経式〉

   ローイラン系民族,■ 一テユルク系民族

  く輪状整経式〉

  ○一イラン系民族,● 一テユルク系民族,

  留一モンゴル系民族

  く擬似輪状整経式〉

  ▲一テユルク系民族

り、綜続 固定 ・開口保持棒可動式は3例 、綜続固

定 ・開口保持板可動式は11例 を確認 している。 これ

らの事例を地域的に見てみると、その分布は東西で

はっきりと2分 されてお り、綜続固定 ・開口保持棒

可動式はイランで3例 、綜続固定 ・開口保持板可動

式はウズベキスタンで8例 と中国 ・新疆 ウイグル自

治区で3例 を確認している。また、これらの事例の

民族的な区分では、綜続固定 ・開口保持棒可動式は、

イラン系の民族が1例 、テユルク系の民族が2例 と

なる。また、綜続固定 ・開口保持板可動式は、イラ

ン系の民族が3例 、テユルク系の民族が7例 、モン

ゴル系の民族が1例 となる。なお、綜続固定 ・開口

保持棒可動式と綜続固定 ・開口保持板可動式は、イ

ラン系の民族とテユルク系の民族の双方に見いださ

れるものの、個別の民族のもとでは、いずれも単…

の設置方式を確認 している。(図71)

 以下には、このような2種 類の設概方式の地域的、
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民族的 な分布 を、該 当す る地機 の コー ド番号 と とも

に列挙す る。

① 綜続固定 ・開 口保持棒可動式

地域:イ ラン

民族:イ ラン系

   クルト"人(遊 牧民)【IGF-1】

  :テユルク系

   アゼ ルバイジ ャン人 【IGJ-1】、 カシュカイ人(遊 牧民)

   【IGF-2】

② 綜続固定 ・開 口保持板可動式

地域:ウ ズベキスタン、中国 ・新疆ウイグル自治区

民族:イ ラン系

   タジク人 【UGF-1】 【UGC-4】 【UGC-5】

   テユルク系

   ウス"ペク人 【UGC-1】 【UGJ-1】、 カサ"フ人 【UGC-

   6】、 トルクメン人 【UGC-2】 【UGC-3】 、 ウイグ ル人

   【XGJ-1】、 カサ"フ人(遊 牧民)【XGC-2】

  :モンゴル系

   モンコ"ル人 【XGC-1】

〈 綜続固定具 につい て〉

 綜 続固定具 には、逆Y字 形 の綜 続固定具の使用例

を8例 、石、木片、缶 な どを綜続 固定具 と して いる

図71 開 ロ具の設置方式の分布

   く綜続固定 ・開ロ保持棒可動式〉

  ○一イラン系民族,● 一テユルク系民族

   く綜続固定 ・開ロ保持板可動式〉

  ロ ーイラン系民族,■ 一テユルク系民族,

  團 一モンゴル系民族

例を2例 、三脚を綜続固定具として使用 している例

を3例 、弓状の綜続固定具を使用 している例を1例

確認している。これらの事例を地域的に見てみると、

逆Y字 形の綜続固定具と、石、木片、缶などを使用

した綜続固定具の分布は、東西ではっきりと2分 さ

れてい る。逆Y字 形の綜続固定具 は、 ウズベキ スタ

ンで7例 と中国 ・新疆 ウイグル 自治 区で1例 、石 、

木片、缶 な どは、イ ランで3例 を確認 してい る。 ま

た、三脚 は、 イラ ンで1例 と中国 ・新疆 ウイグル自

治区で2例 を確 認 してい る。そ して、弓状 の綜続 固

定具 は、 ウズベ キス タンで1例 を確認 してい る。 こ

れ らの事例 の民族 的な区分で は、逆Y字 形の綜続 固

定具 は、 イラ ン系 の民族が2例 、 テユル ク系の民族

が6例 、石、 木片、缶 などの綜続 固定具は、 イラ ン

系 の民 族が1例 、 テユ ルク系 の民族 が1例 となる。

また、三脚 は、テユル ク系の民族 が2例 、モ ンゴル

系 の民 族が1例 で、 弓状 の綜 続 固定具 について は、

テ ユルク系 のウズベ ク人の もとで1例 のみ を確認 し

てい る。 なお、個々の民族の もとでは、その多 くが

単一種類 の綜続 固定具のみ を使用 してい るが、 ウズ

ベ ク人の もとで は、Y字 形 の綜 続固定具 と弓状の 固

定具が ある。た だ し、一般 的には、Y字 形 の綜続 固

定具が使用 されてお り、弓状 の綜続 固定具 は、 ウズ

ベ キス タンの カイ ラゴチ(Qairagoch)村 の ウズベ

ク人の もとでのみ確 認 した、他 に類 を見 ない特異 な

形状の綜続 固定具 と して位置づ け られ る。(図72)

 以 下 には、この ような綜続 固定具の地域的、民族

的 な分布 を、該 当す る地機 のコー ド番号 とともに列

挙す る。

① 逆Y字 形 の綜続 固定具

地域:ウ ズベ キスタン、 中国 ・新疆 ウイグル自治区

民族:イ ラン系

   タジ ク人 【UGF-1】 【UGG4】 【UGC-5】

  :テユルク系

   ウズ ベク人 【UGC-1】 、 カサ"フ人 【UGC-6】 、 トルクメ

   ン人 【UGC-2】 【UGC-3】 、 ウイグル人 【XGJ-1】

② 石、木 片、缶な どの綜続 固定具

地域:イ ラン

民族:イ ラン系

   クルト"人(遊 牧民)【IGF-1】

   テユルク系

   カシュカイ人(遊 牧民)【IGF-2】

③ 三脚

地域:イ ラン、 中国 ・新疆ウイグ ル自治区

民族:テ ユルク系
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   アゼ ルバ イシ"ヤン人 【IGJ-1】、 カサ"フ人(遊 牧民)

   【XGC-2)

  :モンゴル系

   モンコ"ル人 【XGC-1】

④ 弓状 の綜 続固定具

地域:ウ ス"ペキスタン

民族:テ ユルク系

   ウズ ベク人 【UGJ-1】

2)汎 用機の分布論的な傾向

汎用的に使用 されている14例 の地機 については、

 図72 綜続固定具の分布

    く逆Y字 形の綜続固定具〉

    ▽ 一イラン系民族,▼ 一テユルク系民族
    〈石,木 片,缶 などの綜続固定具〉

    ロ ーイラン系民族,■ 一テユルク系民族

    く三脚〉

    ▲ 一テユルク系民族,A一 モンゴル系民族

    く弓状の綜:'固 定具〉

    ∩ 一テユルク系民族

地域的 には、イラ ンで3例 〔アゼルバイジャン人 【IGJ-1】、

カシュカイ人(遊 牧 民)【IGF-2】 、 クルト"人(遊 牧 民)

【IGF-1】 〕、 ウ ズベ キ ス タ ンで8例 〔ウズ ベ ク人

【UGC-1】 【UGJ-1】 、 カザ フ人 【UGC-6】 、 タシ"ク人

【UGF-1】 【UGG4】 【UGC-5】 、 トルクメン人 【UGC-2】

【UGC-3】 〕、 中国 ・新疆 ウイ グル 自治区 で3例 〔ウイ

グル人 【XGC-3】 、 カサ"フ人(遊 牧民)【XGC-2】 、 モンコ"

ル人 【XGC-1】 〕 を調 査 した。 また、 これ らの事 例の

民族 的な区分で は、 イラ ン系が4例 〔クルド人(遊 牧

民)【IGF-1】 、タジク人 【UGF-1】 【UGC-4】 【UGC-5】 〕、

テユ ルク系が9例 〔アセ"ルバイジャン人 【IGJ-1】、 カシュカイ

人(遊 牧民)【IGF-2】 、ウズベク人 【UGC-1】 【UGJ-1】、

カザフ人 【UGC-6】 、 トルクメン人 【UGC-2】 【UGC-3】 、 ウイ

グ ル人 【XGC-3】 、 カサ"フ人(遊 牧民)【XGC-2】 〕、モ

ンゴル系が1例 〔モンゴル人 【XGC-1】 〕 であ る。 した

が って、調査 した事例 数の うえで は、地域的 にはウ

ズベ キス タン、民 族的 にはテ ユルク系 の民族が主体

を構成 している。

 一 方、 これ らの汎用機 を7種 類 に分類 した型式 ご

と見てみ る と、 地域 的 には イラ ンで2型 式(BISTJ

型 、B2SBF型)、 ウズベキ ス タンで3型 式(GIBYF

型 、GIBYC型 、 GIBUJ型)、 中 国 ・新疆 ウ イグル 自

治 区で2型 式(GIBTC型 、 G2SYJ型)を 確 認 している。

そ して、民族的 な区分 では、 イラ ン系の民族の もと

で3型 式(GIBYF型 、 GIBYC型 、 G2SBF型)、 テ ユ

ル ク系 の民族の もとで6型 式(GIBYC型 、 GIBTC型 、

GIBUJ型 、 GISTJ型 、 G2SBF型 、 G2SYJ型)、 モ ン

ゴル系の民族 の もとで1型 式(GIBTC型)と なる。 ま

た、 これ らの うちでは、個々の型式が2ヵ 国、あ る

いは3ヵ 国 にまたがって分布 してい るという例 は認

め られないが 、GIBYC型 とG2SBF型 は 、 イラ ン系

と テ ユ ル ク系 の 民 族 の 双 方 で 確 認 して お り、

GIBTC型 は 、 テユ ル ク系 とモ ンゴル系 の民 族の双

方で確認 している。 さらに、 イラ ン系 のみに認 め ら

れ る汎用機 の型式 は、GIBYF型 が1型 式 あ るに過

ぎないが 、テユル ク系のみ に認 め られる型式 として

は、GIBUJ型 、 GISTJ型 、 G2SYJ型 の3型 式があ る。

以上 のよ うに、汎用的 に使用 されて きた地機の地域

的、民族 的な分布 は、かな り錯綜 してい るこ とか ら、

地 機の 分布 論 的 な傾 向 もはっ き りとは見 えて こ な

い。 ただ し、 ウズベ ク人や トル クメン人 をは じめ と

す るテユル ク系の民族 の もとに、7種 類の型式の う

ちの6種 類の型式が存在 している ことや、テ ユルク

系 のみに認め られ る型式が イラン系の1型 式 よ りも

多い3型 式であ るこ とは、事 例数の うえで汎用的 な

地機 の使用民族 として、テユ ルク系の民族が主体 を

構 成 してい るこ とと同様 に、テ ユルク系の民族が地

機 の主要 な担い手 を構成 して きた民族で あったこと

を示唆 してい る といえる。

 な お、経糸保持具 の構 成型式の違 いは、地機 の外

観に大 き く反映 してお り、地機の型式分類 ではr.位

の 分類概念 に規定 してい る。 こう したこ とか ら、経

糸 保 持 具 が杭 と横 木 で構 成 され る 、GIBYF型 、

GIBYC型 、 GIBTC型 、 GIBUJ型 、 GISTJ型 な どの

Gl系 の 地 機の型 式 と、経 糸保持 具が2本 の横 木 で
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構成される、G2SBF型 、 G2SYJ型 などのG2系 の地

機の型式は、シルクロー ドの地機を代表する型式群

として位揖づけられる。ただし、その分布は、かな

り錯綜 してお り、イランではG1系 の地機がテユル

ク系の民族のもとで使川 されてお り、経糸保持具が

2本 の横木で構成 されるG2系 の地機は、イラン系 と

テユルク系の民族のもとで使用 されている。 また、

ウズベキスタンでは、すべてがGl系 の地機であ り、

それらはイラン系 とテユルク系の双方の民族のもと

で使川 されている。そしてさらに、中国 ・新疆 ウイ

グル自治区では、Gl系 の地機がテユルク系 とモン

ゴル系の民族のもとで使用 され、G2系 の地機がテ

ユルク系の民族のもとで使用されている。 このよう

に、G1系 の地機 とG2系 の地機の地域的、民族的な

分布状況は、かな り入 り組 んでいるが、G1系 とG2

系の地機の型式が、歴史的に関係 しないままに成立

し、今日に至っているということは、あ りえないも

のの、現時点では、相互の系統論的な関係について

は、まった く不明である。

 ただし、このような地機の錯綜 した分布傾向のな

かでは、モンゴル系の民族 として、モンゴル人(遊

牧民)の もとでGIBTC型 の地機 を1例 【XGC-1】

のみ確認 してお り、このようなモ ンゴル人の地機 と、

その機織 り技術については、カザフ人からの影響に

よるものと考えられる。このことについては、モン

ゴルに住むモ ンゴル人のもとでは、地機を使用 した

機織 りが例外的に西部地域で認められるのみである

こと、調査対象 としたモンゴル人(遊 牧民)の 地機

が、近接地域で遊牧をおこなっているテユルク系の

カザ フ人(遊 牧民)の 地機 【XGC-2】 とおな じ

GIBTC型 であ り、織物の繊維素材 としての羊毛、

織技法 としての経糸浮織(昼 夜織)も 共通 している

ことなどによっている。

 3)特 殊織物専用機の分布論的な傾向

 特殊織物専用の地機としては、むしろ織 り専用の

G2XXF型 【IGF-3】と、細紐織 り専川のGXSFF型

【UGF-2】 がある。これらの特殊織物専用機iは、す

でに述べているように、いずれも他の地機とは大 き

く異なつた構造 の地機である。 しかし、今回の調査

では、それぞれ1例 ずつの事例 しか確認で きていな

いため、これ らの、 イラン、ウズベキスタン、中

国 ・新疆ウイグル自治区という、調査地域における

分布論的な傾向についてはいっさい不明である。た

だし、G2XXF型 については、アシを素材 としたむ

しろを織る地機であ り、今回のこの地機の調査地も

カスピ海沿岸であったことを考えるならば、 このむ

しろ織 り専用の地機は、カスピ海をはじめとする水

の豊富なアシの群生地域において、使用 されてきた

ことは問違いないであろう。また、類似のむしろ織

り用の地機は、インドからアラブ地域にかけて、分

布 していることか ら、 この地機の型式は、それらと

の影響関係をもつ と見 られる。一方、GXSFF型 に

ついては、G2XXF型 とは異 なり、開口 具として輪

状綜続と開口保持棒 をそなえている。 しかし、すべ

ての汎用的な地機の綜続の設置方式が固定式である

ものの、この型式のみが可動式であることは、分布

論的には、 きわめて不 自然である。 したがつて、こ

の型式については、その分布がいかなるものか、細

紐 を織るための地機 として、古 くから存在 していた

ものか、あるいは、比較的新 しい時期に導入された

ものかなど、今後に残された課題は多い。

2 枠機

 枠機は、第2節 において、整経方式、開[具 の基

本構成 型式、輪状綜続型経糸整列具の有無などの違

いにもとついて、ll種 類の型式に分類 した。 したが

って、以下では、地域的、民族的な視点から、これ

らの分類項 目ごとの分布論的な傾向、および、枠機

の型式全般にわたる分布論的な傾向をあきらかにす

る。

 1)枠 機の分類項目ごとの分布論的な傾向

く機枠の設置方式について〉

 機枠の設置方式には、水平式、乖直式、傾斜式の

3方 式があるが、第2節 において、すでに述べてい

るように、枠機の型式分類をおこなううえでは、便

宜的に垂直式 と傾斜式は、一括 して垂直 ・傾斜式と

し、枠機の型式分類では、機枠の設置方式を、水平

式と垂直 ・傾斜式の2方 式とした。このような機枠
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の 設 置方式の うち、水平 式は8例 、垂直 ・傾斜 式は

22例 を確認 して いる。 これ らの事例 を地域 的に見て

みる と、水平式 は、 イ ランで3例 、 ウズベ キス タン

で5例 、垂直 ・傾斜式 は、 イランで16例 、 ウズベキ

ス タンで3例 、 中国 ・新疆 ウイグル自治区で3例 を

確 認 してい る。 また、 これ らの事例 の民族 的な区分

では、水平式 は、 イ ラン系の民族が1例 、テユル ク

系 の民族が7例 、垂直 ・傾斜式 は、 イラ ン系 の民族

が12例 、 テユル ク系 の民族が10例 となる。なお、水

平式 と垂直 ・傾斜式 は、 イラ ン系 の民 族 とテ ユルク

系の民族の双方 に見 いだ され るが、 イラ ン系の クル

ド人、テ ユルク系 の トル クメン人 とウズベ ク人の も

とでは、水平式 と垂 直 ・傾斜式の両型式 を確 認 して

い る。(図73)

 以 下 に は、 この よ うな機枠 の設置 方式 の地域 的、

民族的 な分布 を、該 当す る枠機 のコー ド番号 とと も

に列記す る。

 枠 機の使用 は イラ ン系 とテ ユルク系 の民族の も と

で確認 してお り、 イラン系 とテユルク系の民族の う

ち には、水平式 と垂 直 ・傾斜式 のいずれの設置方式

も見いだ され る。以 下 には、機枠 の設置方式 ごとの

地域的、民族的 な分布 を記す る。

① 水平式

地域:イ ラン、ウズベキスタン

民族:イ ラン系

   クルド人(遊 牧民)【IFF-2)

  :テユルク系

   カシュカイ人 【IFF-1】、トルクメン人 【IFF-3】 【UFF-1】 、

   ウズ ベク人 【UFF-2】 【UFF-3】 【UFF-4】 、 カサ"

   フ人 【UFF-5】

② 垂 直 ・傾斜式

地域:イ ラン、ウズベキスタン、 中国 ・新疆ウイグル自治区

民族:イ ラン系

   ペ ルシア人 【IFF-5】 【IFF-6】 【IFF-7】 【IFF-8】

   【IFC-3】 【IFC-4】 【IFC-7】、 クルド人 【IFC-9】

   【IFJ-1】、タリシュ人 【IFC-1】、パフチアリ人 【IFJ-2】、

   ロル人 【IFC-8】、 タジク人 【UFC-2】

  :テユルク系

   アセ"ルバイジャン人 【IFF-4】 【IFC-2】 【IFC-5】、 ウ

   ズ ベ ク人 【UFC-1】 【UFC-3】 、 トルクメン人 【IFG

   6】、ウイグル人 【XFJ-1】 【XFJ-2】 【XFJ-3】

〈整経 方式 について 〉

 枠 機 の整経方式で は、平整経式 を13例 、輪状整経

式 を12例 、擬 似輪状整経式 を5例 確認 している。 こ

図73 機枠 の設置方式の分布

  く水平式〉

  ロ ーイラン系民族,■ 一テユルク系民族

  く垂直 ・傾斜式〉

   ローイラン系民族,■ 一テユルク系民族

れ らの分布 は、地域 的には、平整経式 と輪状整経式

をイラ ンとウズベキス タン、擬似輪状整経式 をイラ

ンと中 国 ・新疆 ウイ グル 自治区で確認 して いる。 ま

た、民族的 には、枠機 の使用は イラ ン系 とテユルク

系 の民族の もとで確 認 してお り、 イラ ン系 とテユル

ク系の民族 の うちには、平整経式 と輪状整経式 と擬

似輪状 整経式 のすべ ての整経 方式が 見いだ される。

(図74)

 以 下 には、整経 方式 ごとの地域的、民族的 な分布

を記す。

① 平整経式

地域=イ ラン、ウズベキスタン

民族:イ ラン系

   へ.ルシア人 【IFF-5】 【IFF-6】 【IFF-7】 【IFF-8】、

   クルド人(遊 牧民)【IFF-2】

  :テユルク系

   アゼ ルバイジャン人 【IFF-4】、 カシュカイ人 【IFF-1】、

   トルクメン人 【IFF-3】 【UFF-1】 、 ウズ ベ ク人

   【UFF-2】 【UFF-3】 【UFF-4】 、 カザ フ人

   【UFF-5】

② 輪状整経式

地域:イ ラン、ウズベキスタン

民族:イ ラン系
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   ペ ルシア人 【IFC-3】 【IFC-4】 【IFC-7】、 クルト"入

   【IFC-9】、 タリシュ人 【IFC-1】、ロル人 【IFC-8】、 タ

   ジ ク人 【UFC-2】

  :テユルク系

   アゼ ルバイシ"ヤン人 【IFC-2】 【IFC-5】、 トルクメン人

   【IFC-6】、 ウズベク人 【UFC-1】 【UFC-3】

③ 擬 似輪状整経式

地域:イ ラン、 中国 ・新疆ウイグル自治 区

民族:イ ラン系

   クルド人 【IFJ-1)、 パ フチアリ人 【IFJ-2】

   テユルク系

   ウイグル人 【XFJ-1】 【XFJ-2】 【XFJ-3】

 なお、 イラン系の民族の うち、ペ ル シア人の もと

で は、平 整経式 と輪状整経 式の2種 類 の整 経方式 、

クル ド人の もとで は、平整経式 と輪状 整経式 と擬似

輪状整経式の3種 類の整経方式 を確 認 してい る。 ま

た、テ ユルク系の民族 の うちで も、アゼ ルバ イジャ

ン人と トルクメ ン人 とウイグル人の もとで は、平整

経式 と輪状整経式の2種 類 の整経 方式 を確認 してい

る。そ して、上記の民族以外 では、単一の整経方式

のみ を確認 して いる。今 回の調査 では、平整経式 の

地機 はイラ ンで クル ド人遊牧民 とカシュカイ人遊牧

民 の2例 【IGF-1】 【IGF-2】、 ウズベキ スタ ンで タジ

ク人の1例 【UGF-1】 を確認 したのみである。また、

輪状整経式 と擬似輪状整経式 の整経方式の地機 につ

いては、遊牧民 に よる使用例 を確 認 して いない。 し

たが って、 これ らの ことか らは、遊牧民 の機織 りに

おいては、経糸 を張 りわたすスペー スにつ いて、一・

般 にほ とん ど制約 がないため に、整経方式 として平

整経式 を採用 して きた とい う可能性 も考 えるこ とが

で きる。

〈開口具の基本構 成型式 について 〉

 開 口具の基本構 成型式で は、単式輪状綜続 型 を10

例 、 複合 単式輪状 綜続型 を5例 、無綜続型 を15例 確

認 している。 これ らの事例 を地域 的に見て み ると、

単式輪状綜続型は、 イランで7例 、 ウズベキス タン

で3例 、複合単式輪状綜続型 は、 イラ ンで2例 、中

国 ・新疆 ウイグル自治 区で3例 、無綜続 型は、 イラ

ンで10例 、 ウ ズベ キ ス タンで5例 を確 認 して い る。

また、 これ らの事例の民族 的な区分 では、単式輪状

  図74 整経方式の分布

    く平整経〉

    ロ ーイラン系民族,■ 一テユルク系民族

    く輪状整経〉

    ○ 一イラン系民族,● 一テユルク系民族

     く擬似輪状整経〉

    △ 一イラン系民族,▲ 一テユルク系民族

綜続型 は、 イ ラン系 が4例 、 テユ ルク系 が6例 、複

合単式輪状綜続型 は、 イラン系が2例 、テユル ク系

が3例 、無綜続型 は、 イラ ン系が8例 、テユル ク系

が7例 となる。 なお、 これ らの開口具の基本構成型

式で は、 イラ ン系 とテ ユルク系 の民 族は、いずれの

型式 に も認 め られるが、 イラ ン系 のペル シア人の も

とで は、3種 類 の型式のすべ てを確 認 してお り、 ク

ル ド人の もとでは、単式輪状綜続型 と無綜続型 を確

認 して いる。 また、テ ユルク系 の トル クメン人 とウ

ズベ ク人の もとで も単式輪状綜続 型 と無綜続型 を確

認 している。(図75)

 以 下 には、 この ような経糸保持 具の構成型式 の地

域的、民族 的な分布 を、該 当する地機の コー ド番号

と ともに列記 す る。

① 単式輪状綜 続型

地域:イ ラン、ウズ ベキスタン

民族:イ ラン系

   ペ ルシア人 【IFF-5】、 クルト"人 【IFJ-1】、 クルト"人

   (遊牧 民)【IFF-2】 、タリシュ人 【IFC-1】

  :テユルク系

   カシュカイ人 【IFF-1】、 トルクメン人 【IFF-3】 【IFC-6)

② 複 合 単式輪状綜続型

地域:イ ラン、 中国 ・新疆 ウイグル自治区

民族:イ ラン系

   へoルシア人 【IFF-7】 【IFF-8】

  :テユルク系

   ウイグル人 【XFJ-1】 【XFJ-2】 【XFJ-3】
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③ 無 綜続型

地域:イ ラン、ウズベキスタン

民族:イ ラン系

   ペ ルシア人 【IFF-6】 【IFC-3】 【IFC-4】 【IFC-7】、

   クルト"入 【IFC-9】、 パフチアリ人 【IFJ-2】、 ロル人

   【IFC-8】、 タジク人 【UFC-2】

   :テユルク系

   アセ"ルバイジ ャン人 【IFF-4】 【IFC-2】 【IFC-5】、 ウ

   ス"ペク人 【UFF-3】 【UFF-4】 【UFC-1】 、 トルクメ

   ン人 【UFF-1】

〈経 糸整列具 につ いて〉

 外 観が輪状綜続 と共通す る輪状綜続型経 糸整列具

については、5例 を確認 してい る。 これ らの事 例 を

図75 開 ロ具の基本構成型式の分布

   く単式輪状綜続型〉

   △ 一イラン系民族,▲ 一テユルク系民族

   く複合単式輪状綜続型〉

   ロ ーイラン系民族,■ 一テユルク系民族

   く無綜続型一経糸整列具がない型式>

   0一 イラン系民族,● 一テユルク系民族

   く無綜続型一経糸整列具がある型式〉

   ◎ 一イラン系民族,◎ 一テユルク系民族

地域 的 に見 てみ る と、すべて はイラ ンで確 認 してい

る。 また、 また、これ らの事例 を民族 的に区分 して

み ると、 イラ ン系 の民族が3例 、 テユル ク系の民族

が1例 で ある。(図75参 照)

 以 下 には、この ような輪状綜続型経 糸整列具 の地

域的、民族 的な分布 を、該 当す る高機の コー ド番号

とと もに列記 する。

地域:イ ラン

民族:イ ラン系

   ペ ルシア人 【IFF-6】 【IFC-7】、 ロル人 【IFC-8】

   :テユルク系

   アセ"ルバイシ"ヤン人 【IFF-4】

 2)枠 機 の 分 布 論 的 な 傾 向

 枠 機 に つ い て は 、 イ ラ ン で19例 〔ペ ルシア人 【IFF-5】

【IFF-6】 【IFF-7】 【IFF-8】 【IFC-3】 【IFC-4】 【IFC-7】 、

アセ"ルバ イシ"ヤン人 【IFF-4】 【IFC-2】 【IFC-5】 、 カシュカイ人 、

【IFF-1】 、 クルト"人 【IFC-9】 【IFJ-1】 、 クルト"人(遊 牧

民)【IFF-2】 、 タリシュ人 【IFC-1】 、 トルクメン人 【IFF-3】

【IFC-6】 、 パ フチアリ人 【IFJ-2】 、 ロル人 【IFC-8】 〕、 ウ ズ

ベ キ ス タ ン で8例 〔ウズ ベ ク人 【UFF-2】 【UFF-3】

【UFF-4】 【UFC-1】 【UFG3】 、 カサ"フ人 【UFF-5】 、 タ

シ"ク人 【UFC-2】 、 トルクメン人 【UFF-1】 〕、 中 国 ・新 疆

ウ イ グ ル 自 治 区 で3例 〔ウイグ ル人 【XGJ-1】 【XGJ-2】

【XGJ-3】 を 調 査 し た 。 ま た 、 こ れ ら の 総 計30例 の

事 例 の 民 族 的 な 区 分 で は 、 イ ラ ン系 が14例 〔ペ ルシア

人 【IFF-5】 【IFF-6】 【IFF-7】 【IFF-8】 【IFC-3】

【IFC-4】 【IFC-7】 、 クルト"人 【IFC-9】 【IFJ-1】 、 クルト"

人(遊 牧 民)【IFF-2】 、 タジ ク人 【UFC-2】 、 タリシュ人

【IFC-1】 、 パ フチアリ人 【IFJ-2】 、 ロル人 【IFC-8】 〕、 テ ユ

ル ク 系 が16例 〔アゼ ルバ イシ"ヤン人 【IFF-4】 【IFC-2】

【IFC-5】 、 カシュカイ人 、 【IFF-1】 、 トルクメン人 【IFF-3】

【IFC-6】 【UFF-1】 、 ウズ ベ ク人 【UFF-2】 【UFF-3】

【UFF-4】 【UFC-1】 【UFC-3】 、 カザ フ人 【UFF-5】 、 ウ

イグ ル人 【XGJ-1】 【XGJ-2】 【XGJ-3】 〕 で あ る 。 し た

が っ て 、 調 査 の 事 例 数 の う え で は 、 地 域 的 に は イ ラ

ン で ほ ぼ6割 に あ た る 調 査 を お こ な っ た が 、 民 族 的

に は イ ラ ン 系 と テ ユ ル ク 系 は 、 ほ ぼ 半 々 で あ っ た 。

 一 方 、 こ れ ら を11種 類 に 分 類 し た 型 式 ご と に 見 て

み る と 、 地 域 的 に は 、 イ ラ ン で は9型 式(FHFFS

型 、FVFFZ型 、 FVFFS型 、 FVWFW型 、 FVFCX

型 、FVFCZ型 、 FVFCS型 、 FVFJZ型FVFJS型)、

ウ ズ ベ キ ス タ ン で は4型 式(FHFFX型 、 FHFFS型 、

FVFCX型 、 FVFCS型)、 中 国 ・新 疆 ウ イ グ ル 自 治

区 で は1型 式(FVFJW型)を 確 認 し て い る 。 そ し

て 、 民 族 的 な 区 分 で は 、 イ ラ ン系 の 民 族 の も と で9

型 式(FHFFS型 、 FVFFZ型 、 FVFFS型 、

FVWFW型 、 FVFCX型 、 FVFCZ型 、 FVFCS型 、

FVFJZ型 、 FVFJS型)、 テ ユ ル ク 系 の 民 族 の も と で

6型 式(FHFFX型 、 FHFFS型 、 FVFFZ型 、

FVFCX型 、 FVFCS型 、 FVFJW型)と な る 。 ま た 、

こ れ ら の う ち で は 、FHFFS型 、 FVFCX型 、
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FVFCS型 の3型 式 は、地域 的 には イラ ンとウズベ

キ スタンの双方で確認 してお り、民族 的に もイラ ン

系 とテ ユルク系の双方で確認 している。 さらに、 イ

ラ ン系 の み に 認 め られ る枠 機 の 型 式 と し て は 、

FVFFS型 、 FVWFW型 、 FVFJZ型 、 FVFJS型 の4

型 式が存在 してい るの に対 して、テユル ク系のみ に

認 め られ る型式 は、FHFFX型 とFVFJW型 の2型

式であ る。

 以hの ように、枠機の型式 は、地域 的にはイ ラン、

そ して、民族的 にはイラ ン系 の民 族 に偏 った分布状

況が認め られ る。したが つて、こう したこ とか らは、

枠機 は、 ウズベ キス タンや中国 ・新疆 ウイグル 自治

区、あ るい は、テ ユル ク系の民 族 よ りも、 イラ ン、

および、 イラ ン系 の民族 の もとで、多様 な展 開を遂

げて きたこ とが うかがわれ る。 なお、パ イル織 力,_._

ッペ ッ トを織 るため の枠機 の使 川民 族 ご との型 式

を、構造 ・機 能論 的な傾向 と して指摘 した11例 の 移

行傾 向 とか さねあわせて見 るな らば、 イラ ン系 のペ

ル シ ア人の も とで は 、FVFFS型 か らFVFFZ型 、

FVFFZ型 か らFVFCZ型 、 また、 テユルク系 の ウズ

ベ ク人 の も とで は、FHFFS型 か らFHFFX型 、

FHFFX型 か らFVFCX型 、 トル クメ ン人の もとで

は、FHFFS型 か らFVFCX型 とい う、5例 の移行傾

向が浮か びあが って くる。

3 高機

 高機は、第2節 において、経糸の保持方式、経糸

保持具の構成型式、緯打補助具 としての腕木の有無、

緯打補助具 としての飛仔装置の有無などによって、

8種 類の型式に分類 した。 したがって、以下では、

地域的、民族的な視点にもとついて、これらの分類

項目ごとの分布論的な傾向、および、高機の型式全

般にわたる分布論的な傾向をあきらかにする。

 1)高 機の分類項目ごとの分布論的な傾向

く経糸の保持方式について〉

 経糸の保持方式には、固定式と垂下式の2方 式が

あり、固定式は3例 、垂下式は16例 を確認している。

これらの事例を地域的に見てみると、固定式の3例

はイランでのみ確認してお り、垂下式はイランが5

例 、 ウズベ キスタ ンが6例 、中国 ・新疆 ウ イグル 白

治区が5例 で ある。 また、 これ らの事例 の民 族的 な

区分で は、 固定式 の3例 は、すべて イラ ン系 の民族

であ るが、垂下式 はイ ラン系の民族が5例 、テユル

ク系の民族が11例 となる。なお、これ らの事例 では、

イラン系の民族 の もとでのみ固定式 と垂 下式の保持

方式が存在 してお り、 イラ ン系 のペ ル シア人の もと

で は、双方 の保持 方式 を確認 している。(図76)

 以 下 には、この ような固定式 と垂 下式の経糸保持

方式 の地域 的、民族的 な分布 を、該 当す る高機 のコ

ー ド番号 とともに列記す る。

① 固定式

地域:イ ラン

民族:イ ラン系

   ペ ルシア人 【ITF-5】 【ITF-8】、 タリシュ人 【ITF-1】

② 垂 下式

地域:イ ラン、ウズベキスタン、中国、新疆ウイグル自治 区

民 族:イ ラン系

   へ.ルシア人 【ITF-2】 【ITF-3】 【ITF-4】 【ITF-6】

   【ITF-7】

  :テユルク系

   ウス"ペク人 【UTF-1】 【UTF2】 【UTF-3】 【UTF-4】

   【UTF-5】 【UTF-6】、ウイグル人 【XTFI】 【XTF-2】

   【XTF-3】 【XTF】 【XTF-5】

〈 経糸保持具 の構 成型式 につ いて 〉

 経 糸保持 具の構成 型式 には、経 糸保持棒 と布巻 き

棒 による構 成型式、経巻 き棒 と布巻 き棒 による構 成

型式、錘 りの付 属 した経 糸保持棒 と、布巻 き棒 に よ

る構成型 式、経糸保持棒 と布 巻 き棒の双方 に錘 りが

付属 した構 成型式 の4型 式 があ り、経糸保持棒 と布

巻 き棒 に よる構成 型式 は2例 、経巻 き棒 と布 巻 き棒

に よる構戒 型式 は1例 、錘 りの付属 した経 糸保 持棒

と、布巻 き棒 に よる構 成型式 は14例 、 経 糸保 持棒 と

布 巻 き棒の双方 に錘 りが付 属 した構成型 式は2例 を

確 認 してい る。これ らの事例 を地域 的 に見 てみる と、

経糸保持棒 と布巻 き棒 による構成型式 の2例 は、 イ

ランで のみ確認 してお り、経巻 き棒 と布巻 き棒 によ

る構 成型式 の1例 もイラ ンで確認 して いる。 また、

錘 りの付属 した経糸保持棒 と、布 巻 き棒 による構成

型式 は、 イ ランで5例 、 ウズベ キス タンで4例 、 中
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  図76 経糸保持方式の分布
     く固定式>
     0一 イラン系民族
     く垂下式〉
     △一イラン系民族,▲ 一テユルク系民族

国 ・新疆ウイグル自治区で2例 を確認している。そ

して、経糸保持棒 と布巻 き棒の双方に錘 りが付属 し

た構成型式の2例 は、ウズベキスタンで確認 してい

る。 また、これらの事例の民族的な区分では、経糸

保持棒 と布巻き棒による構成型式は、イラン系が2

例、経巻 き棒 と布巻き棒による構成 型式は、イラン

系が1例 で、これ らの構成型式は、いずれ もイラン

系の民族のみである。また、錘 りの付属 した経糸保

持棒 と、布巻き棒による構成型式は、イラン系の民

族が5例 、テユルク系の民族が11例 を確認している。

なお、イラン系のペルシア人のもとでは、経糸保持

棒 と布巻き棒による構成型式、経巻 き棒 と布巻 き棒

による構成型式、錘 りの付属した経糸保持棒 と、に

よる構成型式の3型 式を確認してお り、テユルク系

のウズベク人の もとでは、錘 りの付属 した経糸保持

棒 と、布巻き棒による構成型式と、経糸保持棒 と布

巻き棒の双方に錘 りの付属した構成型式の2型 式を

確認している。(図77)

 以下には、このような経糸保持具の構成型式の地

域的、民族的な分布を該当する高機の使用民族名と

コー ド番号 とともに列記する。

① 経糸保持棒 と布巻き棒

地域:イラン

民族:イラン系

   ペルシア人 【ITF-8】、タリシュ人 【ITF-1】

② 経巻 き棒 と布巻き棒

地域:イ ラン

民族:イ ラン系

図77 経糸保持具構成型式の分布
   く経糸保持棒と布巻き棒〉
   ローイラン系民族
   く経巻棒と布巻棒>
   O一 イラン系民族
   く錘り付属経巻棒と布巻棒〉
  △一イラン系民族,▲ 一テユルク系民族
   く錘り付属経糸保持棒と錘り付属布巻き棒〉
  △一テユルク系民族

   ペ ルシア人 【ITF-5】

③ 錘 りの付属 した経糸保持棒 と、布巻 き棒

地域:イ ラン、ウズベ キスタン、 中国 ・新疆ウイグル自治区

民族:イ ラン系

   ペ ルシア人 【ITF-2】 【ITF-3】 【ITF-4】 【ITF-61

   【ITF-7】

  :テユルク系

   ウズ へ"ク人 【UTF-3】 【UTF-4】 【UTF-5】 【UTF-6】

   ウイグル人 【XTF-1】 【XTF-2】 【XTF-3】 【XTF-4】

   【XTF-5】

④ 経 糸保持棒 と布巻 き棒 の双方に錘 りが付属

地域:ウ ズベキスタン

民 族:テ ユルク系

   ウズ ベク人 【UTF-1】 【UTF-2】

〈 腕木 につい て〉

 緯 打補助具 としての腕 木の使用例 につ いては、8

例 を確認 している。 これ らの事例 を、調査対象 と し

た高機の総数 との比較 で地域 的 に見てみ ると、 イラ

ンでは8例 中の1例 、 ウズベキ スタ ンで6例 中の2

例 が腕木 をそ なえた高機で、中国 ・新疆 ウイグル自

治区 では5例 の高機す べ てに腕木 を確 認 して いる。

また、 これ らの事例 を民族的 に区分 してみ ると、 イ

ラン系の民族が1例 、テ ユルク系の民族が7例 とな

る。 なお、 こ うした腕木の存在 は、調査対象 とした

高機の使用民族 であ るイラン系のペ ルシア人、テユ
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ル ク系 の ウズベ ク人 とウイグル人の もとで確 認 して

い るが、ペ ル シア人 の高機 の事 例 では8例 中1例 、

ウズベ ク人の高機 の事 例で は、6例 中2例 に腕 木が

そなわってお り、 ウイグル人の高機 の事例 では5例

すべ てに腕木 を確 認 してい る。(図78)

 以 下 には、 この ような腕木の地域 的、民 族的な分

布 を、該 当す る高機 のコー ド番号 とともに列記す る。

地域:イ ラン、ウズベキスタン、 中国 ・新疆ウイグル自治 区

民族:イ ラン系

   タリシュ人 【ITF-1】

  :テユルク系

   ウズへ"ク人 【UTF-1】 【UTF-6】、ウイグル人 【XTF-1】

   【XTF-21【XTF-3】 【XTF4】 【XTF-5】

〈 飛杵装置 について 〉

 緯 入補助 具 としての飛 杵装 置 の使用 例 につ い て

は、4例 を確認 している。 これ らの事 例 を地域的 に

図78 腕木 の分布

   O一 イラン系民族,● 一テユルク系民族

見てみる と、すべては ウズベ キス タンで確認 してい

る。 また、民族的には、それ らの使用民族 は、すべ

てがテユル ク系の ウズベ ク人で ある。(図79)

 以 下 には、 この ような飛杵装置 の地域 的、民族的

な分布 を、該当す る高機の コー ド番号 とともに列記

す る。

地域:ウ ズベキスタン

民族:テ ユルク系

   ウズ ベク人 【UTF-2】 【UTF-3】 【UTF-4】 【UTF-

   5】

 2)高 機 の分布論的 な傾 向

 高 機 につ いては、 イラ ンで8例 〔へ.ルシア人 【ITF-

2】 【ITF-3】 【ITF-4】 【ITF-5】 【ITF-6】 【ITF-7】

【ITF-8】 、 タリシュ人 【ITF-1】〕、 ウズベ キ ス タンで6

例 〔ウズベク人 【UTF-1】 【UTF-2】 【UTF-3】 【UTF-

4】 【UTF-5】 【UTF-6】 〕 例 、中国 ・新疆 ウイグル 自

治 区で5例 〔ウイグル人 【XTF-1】 【XTF-2】 【XTF-3】

【XTF-4】 【XTF-5】 〕 の合計19例 を調 査 した。 また、

これ らの総計19例 の事 例の民族的 な区分 では、 イラ

ン系 が8例 〔ペ ルシア人 【ITF-2】 【ITF-3】 【ITF-4】

【ITF-5】 【ITF-6】 【ITF-7】 【ITF-8】、 タリシュ人 【ITF-

1】〕、 テ ユ ル ク系 が11例 〔【UTF-1】 【UTF-2】

【UTF-3】 【UTF-4】 【UTF-5】 【UTF-6】 、 ウイグ ル人

【XTF-1】 【XTF-2】 【XTF-3】 【XTF-4】 【XTF-5】 〕

であ る。 したが って、調査の事例数 の うえでは、地

域 的 には、 イラ ンが もっとも多 く、中国 ・新疆 ウイ

グル自治 区が最 も少ないが、 その差 は3例 で しか な

く、 イラ ン、ウズベキス タ ン、 中国 ・新疆 ウイグル

自治 区の地域 差はほ とん どない。 そ して、民族的 に

も、 イラ ン系 とテユル ク系 の差 は3例 で しか な く、

大差 はない。

 一 方、 これ らを8種 類 に分類 した型式 ご とに見て

み る と、地域 的 には、 イ ラ ンでは4型 式(TFIXX

型 、TFIAX型 、 TF2XX型 、 TW3XX型)、 ウ ズベ

キス タ ンで は4型 式(TW3AX型 、 TW3XF型 、

TW4XF型 、 TW4AX型)、 中 国 ・新疆 ウイ グル 自

治 区では1型 式(TW3AX型)を 確 認 してい る。 そ

して、民族的 な区分 では、イ ラン系の民族 の もとで

4型 式(TFIXX型 、 TFIAX型 、 TF2XX型 、

TW3XX型)、 テ ユル ク系 の民 族 の も とで4型 式

(TW3AX型 、 TW3XF型 、 TW4XF型 、 TW4AX型)

とな る。したが って、この よ うな型 式 ごとの地域 的、

民 族的 な分布状況 は、事 例数の地域的、民族 的 な分

布状 況 とほぼ一致 している。

 た だ し、高機 は、 イランで はイラ ン系 の民 族が使

用 してお り、 ウズベキス タンと中国 ・新疆 ウイグル

自治区で はテユル ク系 の民族が使用 している。そ し

て、使用民族 としては、 イラ ン系 の民族 では、8例

の うち7例 が ペ ルシア人で 、 ウズベキ ス タンで は、

6例 のすべ てがウズベ ク人、 中国 ・新疆 ウイグル自

治区で も5例 のすべ てが ウイグル人であ り、 これ ら

の民 族 は、 いず れ もイラ ン、 ウズベ キ ス タン、 中

国 ・新疆 ウイグル 自治区の もっ とも大 きな民族集団
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で あ る。 したがって、 こう した地域 的、民族的 な分

布状況か らは、高機が、それぞ れの地域 の最大の民

族 によつて、お もに使用 されて きた とい う傾 向が あ

き らか となってい る。

 ま た、高機の型式 を経糸 の保持 方式 につ いて見 て

み る と、TFIXX型 、 TFIAX型 、 TF2XX型 な ど、

固定式のTF系 の 型式 は、 いずれ もイ ラ ンで イラ ン

系 の民族 のみが、平織組織 の織物 を織 る高機 として

使 用 してい る。 そ して、 垂下 式 のTW系 の 型式 は、

イラ ン、 ウズベ キス タン、中国 ・新疆 ウイグル 自治

区のいずれ にお いて も認 め られ るが、 イラ ンでは イ

ラ ン系民族 のペル シア人が、唯一 、TW3XX型 の み

を使用 してお り、 この型式 の高機 では、 もっ ぱ ら、

ビロー ド、緯錦、無 地の綾織、格子縞 と経 緋の併用

織物、お よび、木綿 を繊維素材 とした二重織の紋織

物 など、一般 に高級織 物 と して位置 づけ られ る織物

を織 って いる。一一方、その他 のTW系 のTW3AX型 、

TW3XF型 、 TW4XF型 、 TW4AX型 は 、すべ て ウ

ズベ キス タンと中国 ・新疆 ウイグル 自治 区の テユル

ク系 のウズベ ク人 とウイグル人が使用 してお り、 こ

れ らの高機 では、平織組織 の白無地の布や経緋 、緯

畝組織 の綴 、縮子織 組織の経緋 な どが織 られてい る。

 したがって、以上 のこ とか らは、高機 の8種 類 の

型式 は、織物 の種類 と地域的民族 的な違い によって、

TF系 の3型 式(TFIXX型 、 TFIAX型 、 TF2XX型)、

TW系 の1型 式(TW3XX型)、 TW系 の4型 式

(TW3AX型 、 TW3XF型 、 TW4XF型 、 TW4AX型)

とい う、3グ ループに大別す るこ とがで きる。

5.結 び に か えて

 本稿では、イラン、ウズベキスタン、中国 ・新疆

ウイグル自治区での調査資料にもとついて、地機 と

枠機 と高機 という、シルクロー ドで使用されている

主要な織機について、構造 ・機能論的な視点から型

式分類 をおこなった。そしてさらに、それらの型式

のうちに認められる構造 ・機能論的、分布論的な分

析 をおこない、地機、枠機、高機の特徴、および、

それらのうちに見いだされる個々の型式の特徴や型

式相互の関係についても若干の指摘 をおこなった。

以下では、それらの要約とともに、地機、枠機、高

機の相互の関係についても、簡単に記 して結びにか

えることとする。

 地機は、汎用機を7型 式、特殊織物専川機を2型

式に分類 した。このうち、汎用機については、開[

具の設置方式が綜続固定 ・開[保 持具可動(綜 続固

定 ・開口保持棒可動式と綜続固定 ・開口保持板可動

式)と いう、日本には例のない設置方式 を特徴 とし

ている。そうした汎川機は、経糸保持具の構成型式

が杭 ・横木型(杭 ・紐型)のG1系 の型式 と、横木

型(紐 型)のG2系 の型式に大別することがで きる。

そして、それらのうちでは、 とくにGl系 のGIBYC

型がもっとも事例数が多 く、その地域的な分布はウ

ズベキスタンに集中している。また、使用民族 とし

ては、テユルク系のウズベク人、カザフ人、 トルク

メン人 とともに、イラン系のタジク人も確認 してい

る。さらに、その他の型式では、いずれも事例数は

1例か2例 を確認 しているにす ぎず、G2系 のG2SBF

型のみ、使用民族がイラン系のクル ド人とテユルク

系の カシュカイ人である。そ して、GIBYC型 と

G2SBF型 以外の地機のうち、 GIBTC型 をのぞく型

式は、いずれの使用民族についても、イラン系とテ

ユルク系の双方の民族を確認した例はなく、イラン

系 とテユルク系の民族のどちらか一方を確認 してい

るのみである。 なお、GIBTC型 の使川民族は、テ

ユルク系のカザフ人とモンゴル系のモ ンゴル人であ

り、この型式は、モンゴル人の地機の使用例 として

唯一・の ものである。したがって、イラン、ウズベキ

スタン、中国 ・新疆ウイグル自治区における地機は、

Gl系 とG2系 という2種類の型式群に大別され、イラ

ン系 とテユルク系の民族がお もな使川民族として位

置づけられる。ただし、経糸保持具の構成型式にお

いて、 きわだった違いがあるG1系 とG2系 の地機の

地域的、民族的な分布状況は、かなり錯綜 している。

したがって、G1系 とG2系 の地機が歴史的に関係し

ないままに、今 日に至っているとは考えられないも

のの、現時点では、それらのあいだの系統論的な関

係は、まったく不明である。また、特殊織物専用機

の2型 式 については、いずれも1例ずつ しか確認で

きていないことから、多 くは語れない。ただし、 と
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くに細紐を織るための専用のGXSFF型 については、

開口具の設置方式が、地機のなかで、唯一の輪状綜

続 ・開口保持具可動式であるという例外的な型式で

ある。 したがって、この型式の地機は、サイズにお

いては、今回の調査報告のなかではもっとも小 さい

ものではあるが、その存在が内包 している問題はき

わめて大 きいといえる。

 枠機は、地機や高機 とともに、シルクロー ドにお

いて普遍的に使用 されている主要な織機である。た

だし、枠機で織 られている織物は、ほとんどすべて

がカーペ ットであることから、枠機は、地機の特殊

織物専川の2型 式 と同様に、特殊織物専用機 として

位置づけられる。そうした枠機は11型 式に分類 した。

それらの枠機の開口具の基本構成型式には、単式輪

状綜続型、複合 単式輪状綜続型、無綜続型の3型 式

が見いだされるが、単式輪状綜続型の枠機について

は、開口具の設置方式が地機の汎用機 と共通する輪

状綜続固定 ・開口保持具可動式である。また、経糸

保持具が2本 の経糸保持棒(横 木)で 構成 される地

機の経糸保持棒の両端に2本 の棒をわたして四角形

の枠 としてしまえば、構造的には、機枠の設置方式

が水平式の枠機 とまった く変わるところはない。し

たがって、こうしたことから、枠機は基本的には地

機がカーペット専川機として発展 した織機であると

考えられる。また、この点については、枠機のうち

にも、機枠の設債方式が水平式か ら垂直式や傾斜式

へ移行してきたという傾向があることとも関連して

おり、原初的な枠機の機枠の設置方式は水平式であ

ったことも間違いないと考えられる。なお、今回の

枠機の調査で、もっとも驚いたことは、大半の枠機

で織 られていたパイル織のカーペ ットの地組織であ

る。この地組織は、平織の変化組織であるが、2層

の経糸に太い緯糸と細い緯糸をあたかも立体交差さ

せるように組織している。そ して、太い緯糸と細い

緯糸という2種 類の緯糸を使川することによって、

綜続が必要でなくなるという、一・般的な機織 りの現

場では考えられない状況を生みだしてお り、こうし

たことも、枠機が特殊織物専用機 として位置づけら

れる織機であることと、深 く関係 していると考えら

れる。

 高機は、8型 式に分類 した。それらのうちでもっ

とも普遍的な ものは、経糸の保持方式が垂下式の

TW系 の型式(TW3XX型 、 TW3AX型 、 TW3XF

型、TW4XF型 、 TW4AX型)で あ り、 これ らはシ

ルクロー ドの高機を代表する型式として位揖づけら

れる。なお、経糸の保持方式が垂下式であるという

ことは、具体的には経糸の張力が錘 りによって調整

されていることであり、 このような経糸の保持方式

をそなえたTW系 の高機では、平織組織、綾織組織、

縮子織組織、紋織組織などのあ りとあらゆる織物が

織 られていた。一方、経糸の保持方式が固定式の

TF系 の型式(TFIXX型 、 TFIAX型 、 TF2XX型)

は、イランにおいてのみ確認している。それらの高

機では、いずれ も平織組織の無地布や格子縞の織物

のみを織っていたが、 こうしたTF系 の型式の高機

については、おそ らくは比較的あたらしい時代に導

入 されたものと見 られ、イランにおいても、伝統的

には、もっぱらTW系 の高機が使用 されて きたと考

えられる。なお、TW系 の高機の特徴 となっている

経糸の乖下式の保持方式については、第3節 で指摘

しているように、紀元前からヨーロッパで使用 され

てきた錘 り機の影響によつて出現 した可能性が大き

いが、高機本来の経糸の保持方式は固定式であった

と見 られる。また、そうした高機は、中国において

完成 した織機である可能性が大 きい。したがつて、

これらのことが事実であるとするならば、シルクロ

ー ドにおける経糸の保持方式が垂下式のTW系 の高

機は、巾国とヨーロッパという東西の機織 り文化の

融合によつて成立 した型式であるといえる。 また、

高機がシルクロー ドに出現する以前には、地機と枠

機がシルクロー ドにおける主要な織機であったこと

は間違いない と見られる。

 以上では、本稿の要約 とともに、地機 と枠機と高

機の相互の関係 について も若干の指摘 をおこなつ

た。ただ し、本稿の調査報告においては、織機に関

する調査資料のすべてを網羅 したわけではな く、地

機、枠機、高機の個々の事例ごとの各部名称や、機

織 り技術によつてつ くられている投石紐に関する資

料 などについては、いまだ手つかずのままであ り、

これらについては、別の機会にあらためて研究成果
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の報告をおこなう予定である。また、本稿の執筆に

あたっては、基本的にシルクロー ド学研究センター

の研究助成によっておこなった調査資料にのみもと

ついてお り、あえて、イラン、ウズベキスタン、中

国 ・新疆ウイグル自治区以外の調査資料や文献資料

は使用 していない。 さらに、 イランにおいては、

1999年 に国立民族学博物館の映像音響資料収集プロ

ジェク トと併行して、再度の調査をおこなつてお り、

調査対象 とした織機の事例 もさらに増えている。 し

たがって、今後においては、それらの資料を、本稿

において提示した資料 とつ きあわせて、さらなる研

究の進展 をはか りたいと考えている。

註

1)本 稿 で報告するシルクロー ド学研究センターの研究

 助 成を受けておこなった調査のあ と、1999年8月 ～

  9月 に国立民族学博物館の海外映像音響資料作成プ

  ロジェク トと併行しておこなった調査。このプロジ

  ェク トでは、すでに 「イラン機織 り紀行」(長 編)、

 「カシュカイの機織 り」(長 編)、 「礼拝用の敷物 ジー

 ル ー」(短 編)、 「遊牧民 の くらし一カシュカイの

 人 々一」(短 編)、 「ヤシのサ ンダル」(短 編)な どの

  ビデオ映像資料、お よびマルチメディア ・コンテ ン

  ツを作成 してお り、長編以外は国立民族学博物館の

  ビデ オテーク番組として公開している。

2) 「地機」 という名称は、わが国では 「いざり機」 と

  い う名称 とともに、腰当をそなえた織機の名称とし

  て歴 史的に使用 されてきた。 しかし、本稿では、「地

 機」は英語のground loomに 対応する織機の名称 とし

  て用 いる。また、わが国でこれまで 「地機」、あるい

  は 「いざり機」の名で呼ばれて きた織機 の名称は、

 本稿では 「腰機」とする。

3)綜 続糸が綜続棒に輪状にかけられた綜続。

4)わ が 国の腰機(い ざり機など)で は、一・般に 「中筒」

  と呼 ばれてきた開口具に対応する部品名称。

5)経 糸の保持方式には、固定式以外に、可動式、垂下

 式 があ り、可動式の織機 としては腰機、垂下式の織

 機 としては錘 り機が知 られている。

6)経 糸保持具に対する経糸のかけかたの違い。平整経

 式 、輪状整経式、擬似輪状整経式、結節輪状整経式

  の4方 式がある。

7)経 糸保持具に経糸を平面的にかけわたした整経方式。

  この整経方式では、機織 りのさいの布は単層であり、

  織 りあが りの布のかたちは矩形 となる。

8)経 糸 保持具に経糸を輪状 にかけわたした整経方式。

  この 整経方式では、織 りあが りの布のかたちも輪状

  とな る。

9)経 糸 中継棒 を介 して、経糸保持具に経糸を輪状にか

  け わたした整経方式。この整経方式では、織 りあが

  ったあとに経糸中継棒 を抜 き取ると、布のかたちは

  矩形 となる。

10)今 回 の調査では、地機の開口具の基本構成型式は、

  無綜 続型 と単式輪状綜続型 を確認したのみであった

  が 、註1に 記 した1999年 の イランでの調査では、こ

  れ らのほかに、さらに複合単式輪状綜続型 と回転板

  綜続型の2種 類を確認 している。

11)本 稿では枠機 を11種 類 の型式に分類 している。それ

  らの うちで、FHFFS型 は機枠の設置方式が水平式、

  FVFFS型 は機枠の設置方式が垂直式であるが、この

  2種 類 の枠機の型式の違いは、機枠の設置方式のみ

  である。

12)経 糸保持棒、あるいは、経巻 き棒から乖れ下がった

  経糸 の下端に、錘 りをくくりつけた織機で、錘 りの

  重量 によって、経糸に張力が付与 されている。古代

  ヨーロッパで広 く使用 されていた織機で、スカンジ

  ナ ビア半島北部の北極圏に住むサー ミ人が今 も使用

  している。

13)経 巻 き棒には、経糸保持棒によって、経糸の途中部

  分が 直接保持されているばあいに、その先か ら経糸

  の先端部分までを巻き取ってある例が認められるが、

  この ような経巻 き棒は、経糸保持具のうちには含ま

  れ ない。

14)こ の高機で織 られていた織物は、無地織物であった

  が 、織 りの途中では、金ブラシで布面の繊維 を起毛

  させ て羅紗 としていた。

15)第 皿部 「シルクロー ドの織機」のイランの伝統工芸

  セ ンターで使用されている高機 【ITF-2】【ITF-3】で

  は、織物の用途を 「織見本」としているが、これ ら

  の織物の用途は、かつては服地であった。

16)ア ル ファベ ットと数字によって5桁 にコー ド化 した

  地機 の型式については、コー ド番号の1桁 目の<G>

  は地機を意味 している。2桁 目は経糸保持具の構成

  型 式 を意味 してお り、<1>は 経糸保持具が杭と横

  木(あ るいは紐)で 構成 されていること、<2>は

  経 糸保持具が2本 の横木(あ るいは紐)で 構成され

  ていること、<X>は 経 糸保持具が2本 の杭で構成 さ

  れて いることをあらわ している。3桁 目は開口保持

  具 の種類を意味してお り、<B>は 開 口保持板、<
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  S>は 開口保持棒をあらわしており、<X>は 開口具

  が存在 しないことをあらわしている。4桁 目は綜続

  固定具の種類を意味しており、<Y>は 逆Y字 形の綜

  続 固定具、<T>は 三 脚、<U>は 弓 状綜続 固定

  具、<B>は 、石、木、缶などを綜続固定具として

  い ること、<X>は 綜続がなく、綜続固定具もないこ

  と、<F>は 可動式の綜続が存在することをあらわし

  て い る。そ して、5桁 目は整経方式 を意味 してお

  り、<F>は 平 整経式、<C>は 輪 状整経式、<

  J>は 擬似輪状整経式を意味 している。

17)ア ルファベ ットと数字によって5桁 にコー ド化 した

  枠機の型式については、コー ド番号の1桁 目の〈F>

  は枠 機を意味している。2桁 目は機枠の設置方式を

  意味 しており、<H>は 水平式、<V>は 垂 直式、あ

  るいは傾斜式であることをあらわ している。3桁 目

  は経糸保持具の構成型式を意味 してお り、<F>は2

  本 の経糸保持棒で構成 され、<W>は 経 巻き棒 と布

  巻 き棒で構成されていることをあらわしている。4

  桁 目は整経方式を意味 してお り、<F>は 平 整経

  式 、〈C>は 輪状整経式、<J>は 擬似輪状整経式

  をあ らわしている。そして、5桁 目は開口具の基本

  構 成 型式 を意味 してお り、<S>は 単 式輪状綜続

  型 、<W>は 複合単式輪状綜続型、<X>は 無綜続

  型 、<Z>は 無綜続型で、輪状綜続型経糸整列具がそ

  なわっていることをあらわしている。

18)ア ル ファベ ットと数字によって5桁 にコー ド化 した

  高機の型式については、コー ド番号の1桁 目の<T>

  は高機を意味 している。2桁 目は経糸の保持方式 を

  意味 してお り、<F>は 固定式、〈W>は 垂下式であ

  る こ とをあ らわしている。3桁 目は経糸保持具の構

  成型式 を意味してお り、<1>は 経 糸保持棒 と布巻

  き棒 による構成型式、<2>は 経巻 き棒 と布巻 き棒

  による構成型式、〈3>は 錘 りの付属した経糸保持

  棒 と、布巻 き棒による構成型式、<4>は 錘 りが付

  属 した経糸保持棒 と錘 りが付属 した布巻 き棒による

  構成 型式をあらわしている。4桁 目は緯打補助具と

  しての腕木の有無を意味してお り、<A>は 腕木がそ

  なわっていること、<X>は 腕木がないことをあらわ

  している。そ して、5桁 目は緯入補助具 としての飛

  7Ir装置 の有無を意味してお り、〈F>は 飛祥装置がそ

  なわ っていること、<X>は 飛柱装置がないことをあ

  らわ している。
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